
  

創
立
百
周
年
に
向
っ
て
、 

同
窓
会
の
発
展
を
願
う 

同
窓
会
会
長 

松
野
義
勝 

1 

 

平
素
よ
り
東
京
都
立
蔵
前
工
業
高
等
学
校
同

窓
会
の
活
動
に
ご
協
力
・
ご
理
解
を
頂
き
、
同

窓
会
会
員
の
皆
様
に
同
窓
会
会
報
の
誌
面
を
お

借
り
し
ま
し
て
、
厚
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

私
は
、
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
平
成

二
十
三
年
に
同
窓
会
会
長
に
就
任
を
致
し
ま
し

て
、
早
く
も
三
期
、
六
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
同
窓
会
役
員
の
方
々
か
ら
の
暖

か
な
ご
支
援
の
下
に
、
同
窓
会
の
運
営
に
当
た

っ
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
前
深
尾
会
長
よ
り
引
き
継
ぎ
『
活

力
有
る
同
窓
会
活
動
』
を
推
進
し
、
同
窓
会
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

学
校
事
業
に
対
す
る
支
援
に
関
し
て
は
、
東

京
都
の
工
業
高
校
教
育
指
導
の
要
綱
も
変
化
し

て
、
支
援
の
内
容
も
都
度
変
更
を
余
儀
な
く
、

同
窓
会
の
予
算
編
成
に
も
考
慮
の
必
要
が
有
り

ま
し
た
が
、
母
校
教
職
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
協

議
の
上
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を
さ
せ
て
頂
く 

事
が
で
き
ま
し
た
。 

  

母
校
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、
同
窓
会
の
み

な
ら
ず
、
各
科
Ｏ
Ｂ
会
の
支
援
も
大
切
で
有
り

ま
す
。 

同
窓
会
会
員
の
親
睦
を
図
る
同
窓
会
総
会
も

隔
年
開
催
に
な
り
ま
し
て
、
十
数
余
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
近
年
、
出
席
者
は
六
十
名
程
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
蔵
工
に
と
っ
て
は
、 

百
名
位
の
参
加
者
が
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
は
、『
楽
し
い
、
同
窓
会
』

造
り
が
不
可
欠
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。 

｢

ク
ラ
ス
会
は
Ｏ
Ｋ
だ
が
、
同
窓
会
は
ど
う

も｣

と
言
う
声
を
聞
き
ま
す
と
、
縦
の
つ
な
が
り

の
意
識
は
強
い
も
の
と
思
い
ま
す
。 

総
会
は
、｢

今
、
自
分
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
よ｣

｢

自
分
は
こ
ん
な
こ
と
出
来
ま
す
よ｣

等
と
、
自
己
を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
す
る
場
で
も
良

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形
で
絆
造
り

が
出
来
る
場
（
出
会
）
で
も
良
い
か
と
考
え
ま

す
。
今
年
は
七
月
十
五
日
に
総
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
は
三
年
後
の
二
〇
二
〇
年
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
向

か
え
ま
す
。
更
に
四
年
後
の
二
〇
二
四
年
に
は
、

母
校
は
創
立
百
周
年
と
な
り
ま
す
。 

都
立
の
工
業
高
校
に
は
既
に
百
周
年
を
過
ぎ

た
学
校
が
有
り
ま
す
。
創
立
百
周
年
周
年
の
記

念
事
業
は
一
段
と
盛
大
に
な
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
母
校
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
九
十
周
年
よ

り
更
な
る
支
援
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
も
ご
理
解
を
頂
き
ま
し

て
共
々
こ
の
盛
儀
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

二
十
一
世
紀
と
な
り
社
会
の
状
況
も
日
々
変

化
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

蔵
工
を
慕
う
心
は
変
わ
ら
ず
に
、
同
窓
会
の

益
々
の
元
気
な
る
事
を
願
い
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 



  

も
の
づ
く
り
教
育
を 

通
し
た
人
づ
く
り 

学
校
長 
渡
邉 

隆 
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隆 
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同窓会バッチ 

蔵工同窓会入会証として、新規加入

者に授与している胸バッチです。 

平成 27年度 

川口 角栄 高所作業車運転技能・計算技能三級に合格     

高橋 翔  小型移動式クレーン技能・玉掛け作業技能に合格 

坂上 遥  交通ボランティアなど教務委員活動に活躍 

米山 龍希 学業・部活動取り組みが顕著 

中村 光佑 学業・部活動取り組みが顕著 

内田 智也 学業・部活動取り組みが顕著 

内藤 正太郎 創立九十周年記念におけるデザイン優秀 

大川 航也 建築設計コンペティションに入賞 

東風 裕大 建築設計コンペティションに入賞 

金森 未樹 大工技能検定二級に合格 

宗川 遼  大工技能検定二級に合格 

松岡 幸太郎 百人一首競技大会で入賞 

全日制    皆勤賞 ３４名、 精勤賞 ２１名 

定時制             精勤賞 2名 

平成 28年度 

岡 航輝  小型移動式クレーン技能・玉掛け作業技能に合格 

小林 佑介 学業・部活動取り組みが顕著 

柳川 侑己 学業・部活動取り組みが顕著 

遠藤 旭  学業・部活動取り組みが顕著 

星野 真祥 学業・部活動取り組みが顕著 

田沼 元  学業・部活動取り組みが顕著 

全日制  皆勤賞 ３８名、 精勤賞 ２１名 

定時制  皆勤賞 ２名、 精勤賞 3名 

 

 

都
立
蔵
前
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
て
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
早
い
も
の
で
、
本
校
の
校
長
に
着
任
し
て
二
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
校
の
教
育
活
動
が
、
ま

す
ま
す
充
実
・
発
展
し
ま
す
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。 

 

本
校
は
、
「高
度
な
専
門
的
知
識
と
技
術
・
技

能
を
身
に
付
け
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
」こ
と
を

教
育
の
根
幹
と
し
、
充
実
・発
展
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、
二
年
生
全
員
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
は
、
平
成
十
五
年
度
以
来
、

久
し
ぶ
り
に
調
査
研
究
分
野
で
の
「
評
価
手
法
実

践
研
究
校
」
（全
国
工
業
校
長
協
会
）の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
も
東
京
都
教
育
委

員
会
か
ら
「も
の
づ
く
り
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
特

定
分
野
推
進
校
」
「部
活
動
推
進
指
定
校
」の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
度
に
「海
外
修
学
旅
行

施
行
校
」
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
継
続
し
て
海
外

修
学
旅
行
を
実
施
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
工
業
人

の
育
成
も
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
校
は
、
創
立
九
十
三
年
目
を
迎
え
、

百
周
年
を
見
据
え
た
新
た
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。 

「
全
都
の
工
業
高
校
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し
て
の

役
割
を
担
う
学
校
」と
し
て
、
「生
徒
が
入
学
し
て

よ
か
っ
た
」
「蔵
工
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
え
る

学
校
づ
く
り
に
向
け
て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

今
後
も
地
域
に
あ
っ
て
愛
さ
れ
、
喜
ば
れ
、
信

頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
す
と
と
も
に
、
産
業
社
会

で
即
戦
力
と
な
り
新
た
な
る
創
造
性
を
追
求
で
き

る
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
同
窓
生
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
都
立
の
工
業
高
校
を
牽
引
す
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
本
校
の
取
り
組
み
に
対
し
ま
し

て
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
伝
統
あ

る
蔵
工
の
発
展
の
た
め
に
ご
高
配
、
ご
協
力
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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東京都立蔵前工業高等学校 

蔵工記念館 

大正１４年、浅草 で

授業開始 

昭和  年頃の電気

科授業風景 

昭和  年、学生出陣

を激励する教師寄書 

昭和  年、学校でも  

が行われる 

昭和１４年、皆勤賞の

賞状 

 

昭和４４年まで使用

していた制帽 

昭和 年、文部大臣森 

喜朗来校記念額 

昭和  年まであっ

た館山寮のベル 

昭和  年 生徒会

報創刊号 

昭和  年頃使用の

ネクタイピン 

蔵
工
記
愈
館
の
で
き
る
ま
で 

 19
79

（
五
十
四
年
）
十
一
月
二
十
四
日
、
一
期
校
舎 

改
築
工
事
着
工
の
内
祝
が
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、
当 

時
の
校
長
伴
先
生
、
教
頭
加
地
先
生
、
そ
し
て
菊
田 

同
窓
会
会
長
と
ご
一
緒
の
雑
談
で
、
こ
れ
を
機
に
、 

図
書
館
に
、
本
校
に
関
す
る
資
料
を
出
来
る
だ
け
収 

集
・
整
理
し
た
い
・
出
来
れ
ば
学
校
と
し
て
組
織
的 

に
保
管
・
展
示
し
た
い
、
と
い
う
の
が
発
端
で
す
。 

 19
8
0
.0

7.0
6
 

一
期
工
事
完
成
後
の
新
校
舎
で
行
わ

れ
た
同
窓
会
で
、
機
械
科
の
赤
羽
先
生
を
は
じ
め
、 

同
窓
生
の
教
職
員
の
協
力
も
得
て
「
蔵
工
の
歴
史
を 

語
る
資
料
」
の
提
供
を
呼
び
か
け
る 

19
8
0
.

秋 
 

 
新
校
舎
〈
一
期
〉
完
成
後
は
じ
め
て 

の
蔵
工
祭
で
、
図
書
委
員
会
は
「
蔵
工
の
歴
史
を
語 

る
資
料
」
の
展
示
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
生
徒
も 

意
欲
的
に
と
り
く
む 

19
8
0
.11.21 

改
築
記
念
事
業
委
員
会
で
、
改
築
記 

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
蔵
工
記
念
館
」
の
設
置
が 

決
ま
り
、
募
金
で
も
七
十
二
万
円
が
寄
付
さ
れ
る 

19
8
1.0

9
.10

 

二
期
工
事
が
完
成
し
、
実
習
室
や
体 

育
館
等
と
共
に
図
書
室
の
移
転
で
整
備
に
追
わ
れ
、 

「
記
念
館
」
に
つ
い
て
は
手
つ
か
ず
の
状
態 

19
8
2 

 
 

記
念
館
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
を
は
じ
め 

た
の
は
、19

8
2

（
五
十
七
年
）
に
入
っ
て
か
ら 

19
8
2.0

7.0
4
 

同
窓
会
総
会
の
日
を
期
し
て
、
二
号 

館
校
舎
〈
二
期)

四
階
に
、
半
教
室
分
の
「
蔵
工
記
念 

館
」
を
開
設
さ
れ
る 

20
0
2.10

.0
9
 

現
在
の
部
屋
で
は
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
同
じ
二
号
館
の
六
階
に
移
転
す
る 

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化
実
施 

 

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
「
よ
り
見
や
す
く
、
展
示
ス 

ペ
ー
ス
も
多
く
」
の
希
望
か
ら
、
曲
線
を
多
用
し
た 

展
示
場
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

20
0
6
.0

9
.0

7
 

同
窓
会
に
て
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
が
議 

題
に
揚
が
る 

20
0
7.12.0

7
 

伊
藤
氏
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー 

と
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
決
定 

20
0
7/0

7/20
 

総
会
に
お
い
て
、
同
窓
会
基
金
の
生 

き
た
運
用
の
方
針
が
議
決
さ
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化 

実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
が
決
定 

20
0
7.10

.0
4
 

学
校
側
の
担
当
が
決
定
さ
れ
る
（
小 

林
・
檜
山
・
軍
司
・
金
子
・
山
口
各
先
生
） 

20
0
7.12.0

6
 

施
設
概
要
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
６
０
㎡ 

 

会
議
室
３
０
㎡ 

６
階
蔵
工
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア 

ル
で
決
定 

20
0
8
.0

2.0
7
 

記
念
館
の
機
能
・
運
用
に
つ
い
て
検 

討
す
る
。
保
存
物
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
実
施 

20
0
8
.0

5
.0

1 

計
画
実
施
が
許
可
と
な
り
、
実
施
計 

画
に
移
る
事
と
な
っ
た 

20
0
9
.0

1.0
8 

「
㈱
山
本
設
計
事
務
所
」
よ
り
計
画 

平
面
図
イ
メ
ー
ジ
図
を
受
領
し
検
討
、
修
正
を
加
え
、 

２
月
の
正
副
会
長
会
議
で
承
認 

20
0
9
.0

3.0
5
 

実
行
工
程
計
画
を
「
３
月
２
６
日
着 

工
４
月
１
０
日
完
成
」
で
了
承 

20
0
9
.0

4
.15

 

小
山
校
長
・
深
尾
会
長
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

ト
メ
ン
バ
ー
に
て
竣
工
検
査
を
行
い
瑕
疵
な
く
受
領 

20
0
9
.10

.30
 

蔵
工
祭
の
開
催
前
に
小
山
実
校
長
先 

生
を
お
迎
え
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
同
窓
会 

役
員
１
４
名
が
出
席
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施 

 

蔵工記念館は蔵工祭の時、開館しています。今年の蔵工際は１０月２８・２９日、是非、ご来校をお待ちして

おります。なお、他日の来校を希望する場合は、事前に学校または同窓会（メール可）に問合せて頂けば、別

途ご案内いたします。 

歴代校長写真 

記念館には、大正１

３年開校以来のアル

バム・記念品・服飾

品・教材などを展示

しています。その一

部をご紹介します。 

蔵
工
記
念
館
へ
資
料
ご
寄
贈
の
お
願
い 

蔵
工
学
生
時
代
の
思
い
出
の
記
念
品
・
教
材
・

服
飾
・
写
真
・
な
ど
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

ご
寄
贈
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
、
同
窓
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 



  

建
友
会
だ
よ
り 

建
友
会
会
長 

阿
部
芳
雄(

昭
和
４
７
年
卒) 

 在
校
生
の
活
躍
を
紹
介 

 

東
京
都
建
設
系
高
校
生
作
品
コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ョ

ン
２
０
１
６ 

（
２
０
１
６
年
１
２
月
５
日
開
催
）
で
建
設
模
型

部
門
の
３
年
生
９
名
グ
ル
ー
プ
が
東
京
建
設
業
協

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 建
友
会
幹
事
会 

第
１
１
回
建
友
会
総
会
に
向
け
て
幹
事
会
を 

左
記
日
程
で
６
回
開
催
し
ま
し
た
。 

平
成
２
８
年
３
月
１
２
日
（
故
竹
内
先
生
の
一

周
忌
墓
参
も
兼
ね
る
） 

平
成
２
８
年
４
月
１
５
日 

平
成
２
８
年
５
月
１
３
日 

平
成
２
８
年
６
月
１
０
日 

平
成
２
８
年
７
月
８
日 

平
成
２
８
年
９
月
９
日 

    第
１
１
回
建
友
会
総
会
（
３
年
に
１
回
開
催
） 

 

開
催
日
時
：
平
成
２
８
年
（
２
０
１
６
年
）
９

月
２
４
日
（
土
）
１
７
時
～ 

 
場
所
： 

 

都
立
貿
易
セ
ン
タ
ー
台
東
館
８
階 

「
お
は
しd

e

精
養
軒
」 

 

参
加
者
： 
３
３
名 

 

 

お
忙
し
い
中
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
方
に
は
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

次
回
の
第
１
２
回
建
友
会
総
会
は
、
２
０
１
９

年
９
月
に
開
催
し
ま
す
。 

 

新
役
員
改
選
（
敬
称
略
） 

平
成
２
８
年
の
建
友
会
総
会
に
お
い
て
改
選
さ

れ
た 

 

各科同窓会だより 

来年は第７回機窓会総会を予定しています。皆さん参加してください。 

コンペティション 2016の建設模型部門で会長賞を受賞しました 

自動車部のリッターカ

ー 

4 

機
窓
会 

 

機
窓
会
長 

遠
藤 

静
雄
（
昭
和
４
４
年
卒
） 

  

機
窓
会
は
現
在
同
窓
会
へ
の
活
動
参
加
の
ほ
か
、
独
自

に
機
械
科
へ
の
支
援
、
そ
し
て
毎
年
、
栃
木
県
の
ツ
イ
ン

リ
ン
ク
茂
木
で
行
わ
れ
て
い
る
エ
コ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

（
こ
れ
は
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
５
０
㏄
の
エ
ン
ジ
ン

の
車
が
１
㍑
の
ガ
ソ
リ
ン
で
、
ど
の
く
ら
い
走
行
で
き
る

か
の
競
技
で
、
高
校
生
部
門
で
我
校
は
毎
年
優
秀
な
成
績

を
収
め
て
お
り
ま
す
）
こ
の
自
動
車
部
に
も
、
さ
さ
や
か

な
が
ら
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

機
窓
会
独
自
の
活
動
よ
り
も
、
同
窓
会
活
動
に
重
き
を

置
い
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
は
第
７
回
機
窓
会
総
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
前
回
は
「
最
長
老
賞
」「
最
遠
距
離
参

加
賞
」
な
ど
大
変
盛
上
り
ま
し
た
。
次
回
も
、
参
加
し
て

楽
し
か
っ
た
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
企
画

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
回
の
４
０
名
を
上
回
る
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
り
ま
す
。 

 

 

曲
尾
雅
次
さ
ん
よ
り
自
叙
伝
「
人
生
七
転
び
八
起
き
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た 

 

昭
和
１
９
年
定
時
制
機
械
科
（
第
三
本
科
）
卒 

浅
草
寿
町
で
生
れ
、
蔵
前
工
業
甲
種
夜
間
学
校
を
苦
労

し
て
卒
業
、
東
京
大
空
襲
を
体
験
し
、
終
戦
後
は
製
粉
加

工
販
売
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
な
ど
逆
境
に
め
げ
ず
、
つ

い
に
業
界
の
会
長
ま
で
勤
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
人
生
の

ス
タ
ー
ト
に
遅
い
、
速
い
は
な
い
、
自
分
自
身
気
が
付
い

た
時
、
そ
の
時
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
」
と
結
ん
で
お
り
ま

す
。
終
戦
直
後
の
お
話
は
、
臨
場
感
が
あ
り
大
変
興
味
深

く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。 

会
長 

 
 

阿
部
芳
雄
（
昭
和
４
７
卒
）
再
任 

副
会
長 

 

喜
多
山
弘
（
昭
和
３
４
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

小
島
康
雄
（
昭
和
４
１
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

最
首
守
雄
（
昭
和
４
３
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

中
山 

卓
（
昭
和
４
３
卒
）
新
任 

同 
 
 
 

寺
崎
俊
典 

（
平
成
元
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

忽
滑
谷
有
成
（
平
成
元
卒
）
新
任 

同 
 
 
 

伯
田
恵
介 

（
平
成
３
卒
）
新
任 

同 
 
 
 

松
尾
和
之 

（
平
成
３
卒
）
新
任 

会
計 

 
 

山
本 

昇
（
昭
和
４
４
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

岡
崎
一
成
（
昭
和
５
５
卒
）
再
任 

相
談
役 

 

上
村
泰
雄
（
昭
和
２
７
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

野
田
證
二
（
昭
和
３
０
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

石
川
正
義
（
昭
和
３
１
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

塚
本
康
一
（
昭
和
３
３
卒
）
再
任 

同 
 
 
 

細
沼
由
秋
（
昭
和
３
８
卒
）
再
任 

 
 卒

業
生
表
彰
（
敬
称
略
） 

卒
業
設
計
に
あ
た
り
「
建
友
会
会
長
賞
」
を
贈

り
ま
し
た
。 

平
成
２
８
年
３
月
４
日 

最
優
秀
賞
・
東
風 

裕
太 

優
秀
賞
・
大
川 

航
也
、
宗
川 

遼 

努
力
賞
・
駒
田 

太
一
、
崔 

敬
鉉 

平
成
２
９
年
３
月
３
日 

 
 

最
優
秀
賞
・
加
藤 

邦
望 

 
 

優
秀
賞
・
坂
井 

青
葉
、
広
瀬 

裕
太 

 
 

努
力
賞
・
田
沼 

元
、
吉
永 

光
穂 

建
友
会
新
入
会
員 

平
成
２
８
年
３
月
卒
業
生
（
６
５
期
）
３
４
名 

平
成
２
９
年
３
月
卒
業
生
（
６
６
期
）
３
３
名 

 

建
友
会
へ
の
連
絡
先 

 

建
友
会
会
長 

 

阿
部 

芳
雄
（
昭
和
４
７
卒
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

T
E
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76
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事
務
局 

 
 
 

岡
崎 

一
成
（
昭
和
５
５
卒
） 

T
E
L/FA

X
 3-570

2-75
20

 

 

又
は
、
蔵
工
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ 

 



  

研
設
会
よ
り 

 
 
 
 
 

研
設
会
会
長 

尾
島
正
樹(

昭
和
４
３
年
卒) 

研
設
会
会
長
の
変
更 

平
成
２
９
年
度
よ
り
研
設
会
会
長
は
東
氏
が
会
長
代
行

代
表
と
な
り
ま
す
。 

尾
島
会
長
は
同
窓
会
役
員
専
任
と
な
る
た
め
、
平
成
２

９
年
３
月
２
７
日
臨
時
役
員
会
に
て
、
東
氏
を
研
設
会
副

会
長
よ
り
代
行
代
表
を
選
出
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
正
規

の
会
長
は
平
成
３
０
年
の
研
設
会
総
会
で
再
選
出
さ
れ
ま

す
。 

 

研
設
会
ク
ラ
ス
会
支
援
事
業 

ク
ラ
ス
会
参
加
員
数
を
５
名
か
ら
（
１
０
名
以
上
が
基

本
で
あ
る
が
、
５
名
以
上
で
も
規
定
の
半
額
を
支
援
）
に

変
更
し
た
。
支
援
し
た
ク
ラ
ス
会
は
ま
だ
３
件
で
す
。 

 
 
 

ク
ラ
ス
会
開
催
後
で
も
結
構
で
す
の
で
、
メ
ー
ル
で
代
表

者
が
参
加
者
名
簿
・
集
合
写
真
・
ク
ラ
ス
会
状
況
報
告
を

頂
け
れ
ば
、
支
援
対
象
で
あ
る
か
を
判
断
し
て
支
援
金
を

振
り
込
め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ー
ル
先
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

来
年
（
平
成
３
０
年
）
は
研
設
会
総
会
の
年
で
す 

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
合
わ
せ
て
総
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
研
設
会
役
員
は
同
窓
会
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
、
そ
の
ご
報
告
も
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
懇
親

会
で
は
、
久
々
に
設
備
工
業
科
先
生
・
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
と
親

交
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
６
月
ご
ろ
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

設
備
工
業
科
課
題
研
究
発
表
会
を
参
観
し
ま
し
た 

三
年
生
が
設
備
工
業
科
生
徒 

全
員
の
前
で
、
グ
ル
ー
プ
毎
に 

決
め
た
研
究
課
題
結
果
を
プ
レ 

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
設 

備
工
業
科
生
徒
全
員
を
対
象
と 

し
た
場
で
、
会
長
と
し
て
得
難 

い
機
会
で
し
た
。
わ
ず
か
三
年 

で
こ
こ
ま
で
成
長
し
た
の
か
と
、 

頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

平成 28年度総会で役員が改選されました 

ウォーキング 

目白おとめ山散策 

各科同窓会だより 

来年（平成 30年）は 4年に 1度の総会開催の年です 
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電
友
会
だ
よ
り 

  
 
 

電
友
会
会
長 

白
井
義
勝 

（
昭
和
３
５
年
卒
） 

 

電
友
会
は
、
学
校
全
体
の
同
窓
会
と
は
別
に
、
電 

力
・
電
気
科
卒
業
生
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
親
睦
を
目 

的
と
し
て
平
成
９
年
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。 

電
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
集
り
い
た
だ
い
て
お
り 

ま
す
電
友
会
総
会
は
、
隔
年
開
催
の
た
め
今
年
は 

開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。 

昨
年
（
平
成
２
８
年
）
の
電
友
会
総
会
に
お
い
て
、

改
選
さ
れ
た
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

会
長 

 
 

白
井
義
勝 
（
昭
和
３
５
年
卒
） 

副
会
長 

 

島 

篤
志 

（
昭
和
４
０
年
卒
） 

同 
 
 

岡
田
憲
吾 

（
昭
和
４
１
年
卒
） 

同 
 
 

足
立 

攻 

（
昭
和
４
２
年
卒
） 

会
計 

 
 

西
村
耕
二 

（
昭
和
３
２
年
卒
） 

同 
 
 

中
西
国
博 

（
昭
和
５
２
年
卒
） 

監
査 

 
 

吉
野
和
男 

（
昭
和
４
１
年
卒
） 

同 
 
 

北
島
鉱
一 

（
昭
和
５
２
年
卒
） 

電
友
会
の
運
営
は
、
役
員
を
中
心
に
幹
事
会
で
行 

事
内
容
・
母
校
行
事
へ
の
参
加
等
を
検
討
し
、
実 

行
し
て
い
ま
す
。 

 活
動
報
告 

幹
事
会 

 
 
 

９
回
開
催 

電
友
会
総
会
、
母
校
お
よ
び
電
友
会
行
事
の
検
討 

電
友
会
総
会 

 

平
成
２
８
年
６
月
１
８
日 

 

台
東
区
民
会
館
に
て
開
催 

総
会
終
了
後
、
精
養
軒
に
て
懇
親
会 

高
齢
者
の
参
加
者
が
多
い
な
か
で
、
今
回
は 

平
成
２
５
年
か
ら
２
８
年
卒
業
の
若
手
の 

参
加
も
あ
り
、
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
今
後
も
、 

若
い
方
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

蔵
工
祭 

 

平
成
２
８
年
１
０
月
２
９
・
３
０
日 

 
 

電
気
科
展
示
室
来
場
者
の
工
作
物
費
用
の
支 

援
。
電
気
科
卒
の
無
線
部
Ｏ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー 

に
よ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
（
Ｊ
Ａ
１
Ｙ
Ｋ

Ｙ
を
開
局
し
、
交
信
・
説
明
を
行
っ
た
。 

 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

平
成
２
８
年
１
１
月
１
１
日 

「
目
白
お
と
め
山
散
策
」
を
実
施 

 

同
窓
会
役
員
活
動 

毎
月
の
学
校
と
の
連
絡
会
・
定
例
会
・
卒
業
式 

・
入
学
式
・
体
育
祭
に
出
席
。
蔵
工
祭
で
は
、 

蔵
工
記
念
館
に
て
、
入
館
者
へ
の
説
明
を
行
う 

な
ど
、
同
窓
会
と
協
力
し
て
、
母
校
支
援
を
行 

っ
て
い
ま
す
。 

 最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
電
友
会
・
同
窓
会
基
金 

へ
ご
寄
付
さ
れ
た
方
々
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上 

げ
ま
す
。 

電
友
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

[

連
絡
先] 

 

電
友
会
会
長 

 

白
井
義
勝 

T
E
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X 
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ま
た
は
、
蔵
工
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ 

課題研究会の様子 



  

続 
百
周
年
事
業
に
向
け 

て
更
な
る
ご
協
力
を
！ 

 

同窓会活動 

同窓会基金理事長 

深尾秀次 

 

6 

平
成
二
十
六
年
に
は
、
盛
会
に
九
十

周
年
事
業
を
行
い
、
皆
様
の
浄
財
の
基

金
を
活
用
し
、
式
典
の
諸
経
費
に
加
え

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
調
し
て
体
育
館
の
緞

帳
を
更
新
い
た
し
ま
し
た
。 

（
皆
様
に
は
母
校
に
お
出
か
け
の
折
ご

覧
く
だ
さ
い
。
） 

さ
て
七
年
後
に
は
百
周
年
の
歴
史
的

な
周
年
事
業
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
有

名
な
る
都
立
高
も
直
前
に
統
廃
合
で
姿

を
消
し
て
い
る
現
状
で
す
が
、
母
校
は

歴
代
の
校
長
先
生
並
び
に
優
秀
な
る
教

諭
陣
と
生
徒
の
優
秀
さ
で
不
滅
で
あ
る

と
念
じ
つ
つ
今
後
も
、
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
基
金
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

私
こ
と
今
般
、
基
金
理
事
長
を
退
任

し
後
任
に
は
松
野
同
窓
会
長
に
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

在
任
中
は
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

寄附金の振込方法 

同窓会基金へご協力いただける方は、会報誌に挟み込まれております振込用紙（払込取扱票）をご利用ください。込手

数料は必要ありません。なお、通信欄には住所・氏名とともに卒業学科・卒業年・全日定時もご記入ください。 

次の取扱金融機関の口座へ振込ご入金願います。 

【取扱金融機関】 

日本郵便 口座記号番号 00100=0=659790 

加入者名義：東京都立蔵前工業高等学校同窓会基金 



  

同窓会活動 

7 

同
窓
会
で
は
年
１
回
、
常

任
委
員
会
と
基
金
理
事
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
主
な

議
題
は
年
度
の
事
業
報
告
と

収
支
報
告
、
次
年
度
計
画
と

予
算
案
の
承
認
決
議
、
役
員

改
選
、
規
約
改
定
な
ど
の
審

議
議
決
を
行
い
ま
す
。 

 

平
成
２
７
年
７
月
１
８
日
台

東
区
民
会
館
に
て
同
窓
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
は
無
事
承
認
さ
れ
、
引
続

き
学
校
校
長
・
各
科
先
生
・

旧
先
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど

多
数
を
迎
え
て
懇
親
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

蔵
工
祭
で
は
、
蔵
工
Ｏ
Ｂ
の

方
々
が
蔵
工
記
念
館
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
、
来
館
者

へ
展
示
品
の
案
内
・
父
兄
や

中
学
生
へ
の
就
職
や
入
学
相

談
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

１
月
・
８
月
を
除
き
毎
月
、

同
窓
会
会
長
・
副
会
長
の
役

員
会
議
を
実
行
し
て
い
ま

す
。
同
窓
会
重
要
事
項
、
学

校
と
の
連
絡
事
項
、
学
校
行

事
参
画
な
ど
の
対
応
検
討
を

行
い
ま
す
。
会
議
に
は
常
任

委
員
・
基
金
理
事
も
出
席
さ

れ
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。 

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
新
年
会
、

卒
業
を
祝
う
会
な
ど
で
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

蔵
工
記
念
館
の
所
蔵
品
の
展

示
・
整
備
・
収
集
な
ど
の
運

営
を
、
同
窓
会
が
主
体
と
な

っ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
同
窓
会
活
動
の
お

知
ら
せ
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら

の
メ
ー
ル
受
付
の
窓
口
と
し

て
も
利
用
し
て
お
り
ま
す
。 

 

平成 29年度 

総会・懇親会開催のご案内 
 

 初夏の候、同窓生の皆様にはますますご健勝の事と存じます。 

さて、隔年で開催しております同窓会総会・懇親会のご案内を申

し上げます。皆様には公私ともどもご多忙とは存じますが、今年は

多くの先生にもご案内を差し上げました。是非とも皆様お誘いの上、

多数ご出席のほど、よろしくお願いいたします。 

 

開催日 平成 29年 7月 15日（土） 

時間 午後 6時から 8時（5時半から受付） 

会場 台東区民会館８階 上野精養軒浅草店 

会費 ６，０００円 

平成 28・平成 29年 3月の卒業生は無料ですよ 

 

 

総会・懇親会の出欠の申し込みはホームページからもご利

用できます。また、コピーした左側のはがきを厚紙に貼っ

ても郵送できます。 

欠席の場合でも、近況などお知らせ頂けるとありがたいで

す。 

この会報誌が届かない友人がいらっしゃる場合もホーム

ページから住所変更ができますので教えてあげてくださ

い。折り返し、会報誌をお送りします。 

 



 

同窓会総会・懇親会会場 
台東区民会館８階 おはし de精養軒 

03-3842-0771 

東京メトロ銀座線 浅

草駅 7番出口から徒

歩約 5分 

東部伊勢崎線浅草

駅から徒歩約 5分 

都営浅草線 A5出口

から徒歩約 8分 

つくばエクスプレス線

A1出口から徒歩約 9

分 

北めぐりん二天門停

留所からすぐ 
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故竹内先生を偲ぶ会に参加された方々 

「
故
竹
内
先
生
を
偲
ぶ
会
」
を
開
催 

建
友
会
会
長 

阿
部 

芳
雄 

 

竹
内
孝
義
先
生
は
、
ご
家
族
の
看
病
の
甲
斐
な
く
、
平
成
２
７

年
３
月
１
４
日
に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
享
年
８
５
歳
で
し
た
。 

昭
和
２
５
年
３
月
３
１
日
に
蔵
工
建
築
科
に
着
任
し
、
平
成
２
年

３
月
ま
で
在
職
さ
れ
、
皆
か
ら
「
豆
さ
ん
」
と
し
て
親
し
み
の
あ

る
先
生
で
し
た
。 

建
友
会
と
し
て
、
平
成
２
７
年
７
月
４
日
に
都
立
貿
易
セ
ン
タ

ー
台
東
館
８
階
の
「
お
は
しde

精
養
軒
」
で
１
７
時
か
ら
「
偲
ぶ

会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
５
５
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

お
忙
し
い
中
、
参
加
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

ま
た
お
供
物
参
加
者
は
６
９
名
で
し
た
。 

お
供
物
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
も
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

久
若
会 

代
表
佐
藤 

芳
太
郎
さ
ん 

 
 

昭
和
３
５
年
設
備
工
業
科
卒
の
有
志

で
ク
ラ
ス
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。
担
任

は
牧
野
彰
一
先
生
で
す
。 

毎
月
第
３
土
曜
日
１
３
時
か
ら
上
野
吉

池
９
階
が
会
場
で
す
。
毎
回
、
１
０
名

前
後
が
集
ま
り
、
歓
談
し
た
り
、
年
１

～
２
回
の
旅
行
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

予
定
を
話
し
合
っ 

た
り
し
て
い
ま
す
。 

お
近
く
の
寄
っ
た 

時
は
是
非
、
覗
い 

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

蔵
工
卒
業
生
で 

あ
れ
ば
い
つ
で 

も
参
加
を
歓
迎 

で
す
。 

   

メ
ー
ル
便
り 

佐
藤 

崇
さ
ん 

 

昭
和
４
２
年
全
日
制
電
気
科
卒 

同
窓
会
運
営
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
同
窓
会
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
母
校
や
卒
業
生
に
つ
い
て
は
い

つ
も
気
に
し
て
お
り
ま
す
。 

近
藤 

茂
さ
ん 

 

昭
和
５
６
年
全
日
制
建
築
科
卒 

現
在
、
業
界
団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
給
排
水
設
備
研

究
会
で
出
版
委
員
他
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
蔵
工
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
頑
張

っ
て
い
る
ね
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
元
気

が
で
ま
す
。 

佐
藤 

東
三
さ
ん 

 

昭
和
１
６
年
定
時
制
機
械
科
卒 

校
舎
か
ら
徒
歩
５
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
か

ら
通
学
し
て
お
り
ま
し
た
。
隅
田
川
で
泳

い
だ
り
、
土
左
衛
門
を
見
つ
け
た
り
の
学

生
時
代
で
し
た
。 

編
集
後
記 

 

前
号
か
ら
カ
ラ
ー
冊

子
版
と
な
り
好
評
を

博
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
ま
ま
、
な
ん
と
か
継

続
発
行
さ
せ
る
た
め

に
、
今
回
か
ら
編
集
作

業
を
外
部
に
委
託
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

専
門
の
方
へ
レ
イ
ア

ウ
ト
を
依
頼
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
め
ず

試
行
錯
誤
で
し
た
が
、

な
ん
と
か
間
に
合
い

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
希
望

や
ご
批
判
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 

 


